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第　 1　問

aを 0 < a < 1をみたす実数とし，

f(x) = 10a
a+ 2

log x+ 2 log(1− x) (0 < x < 1)

とする。ただし，logは自然対数とする。以下の問いに答えなさい。

(1) 関数 y = f(x)（0 < x < 1）が極大になる xがただ 1つ存在することを示し，その
xを aを用いて表しなさい。

(2) 数列 {an}を以下のように定める。a1 = 1
4
とする。a = an としたとき xの関数

y = f(x)（0 < x < 1）が極大になる xの値を an+1 とする。このとき a2 の値を求
めなさい。

(3) bn = 1
an
とおく。数列 {bn}の一般項を求めなさい。

(4) 数列 {an}の収束，発散を調べ，収束するときにはその極限値を求めなさい。
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第　 2　問

関数
f(θ) = 2 sin 3θ − 3 sin θ + 3

√
3 cos θ

について，以下の問いに答えなさい。

(1) sin θ −
√
3 cos θ を r sin(θ + α)（r > 0，−π ≦ α < π）の形に変形しなさい。

(2) − π
2

≦ θ ≦ π
2
のとき sin θ −

√
3 cos θ の最大値と最小値を求め，そのときの θ の

値をそれぞれ求めなさい。

(3) x = sin θ −
√
3 cos θ とおく。sin

{
3
(
θ − π

3

)}
= 3

(
x
2

)
− 4

(
x
2

)3

であること
を示しなさい。

(4) − π
2

≦ θ ≦ π
2
のとき f(θ)の最大値と最小値を求め，そのときの θ の値をそれぞ

れすべて求めなさい。
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第　 3　問

座標空間内に 4点 A(1, 0, 1)，B (0, 1, 1)，C(1, 2, 0)，P (2, 2, 1)がある。2点 A，
Bを通る直線を lとし，3点 A，B，Cを通る平面を αとする。

・ 点 Aに関して点 Pと対称な点を Qとする。すなわち線分 PQの中点が Aである。

・ 直線 l に関して点 Pと対称な点を Rとする。すなわち P，Rを通る直線が l と垂
直であり，線分 PRの中点が l上にある。

・ 平面 αに関して点 Pと対称な点を Sとする。すなわち P，Sを通る直線が αと垂
直であり，線分 PSの中点が α上にある。

このとき，以下の問いに答えなさい。

(1) 点 Qの座標を求めなさい。

(2) 点 Rの座標を求めなさい。

(3) 点 Sの座標を求めなさい。

(4) △QRSの面積を求めなさい。
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第　 4　問

関数 f(x)と定数 C が
∫ x

0

f(t) dt+

∫ π
2

0

f(t) sin(x+ t) dt = x+ C

をみたすとする。以下の問いに答えなさい。

(1) 定数 a，bを

a =

∫ π
2

0

f(t) sin t dt, b =

∫ π
2

0

f(t) cos t dt

とするとき，関数 f(x)を a，bを用いて表しなさい。

(2) 定数 a，bの値，および関数 f(x)を求めなさい。

(3) 定数 C の値を求めなさい。
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第　 5　問

iを虚数単位とする。複素数 z が z \= 1をみたすとき，g(z) = 2z + 4i
z − 1

とする。以下
の問いに答えなさい。ただし，複素数の値を答えるとき，答えが実数でも純虚数でもない
場合は a+ bi（a，bは実数）の形にすること。

(1) g(u) = −3となる複素数 uを求めなさい。

(2) g(v) = 1− iとなる複素数 v を求めなさい。

(3) 複素数 z が z = 1かつ z \= 1をみたし，w = g(z)の実部が 2となるとする。こ
のとき w を求めなさい。
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第　 6　問

α = 2 +
√
3，β = 2−

√
3とし，数列 {xn}を

xn =
αn − βn

α− β

と定める。以下の問いに答えなさい。

(1) x2，x3 の値を求めなさい。

(2) すべての自然数 r，sに対して，

xr+s+1 = xr+1xs+1 − xrxs

が成り立つことを示しなさい。

(3) すべての自然数 nに対して，xn と xn+1 がともに整数であることを数学的帰納法
で示しなさい。

(4) mを 2以上の自然数とする。すべての自然数 nに対して，xmn が xm の倍数であ
ることを，nに関する数学的帰納法で示しなさい。
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